[Special Issue] Practice Reports on SEND Program : Collaborative Practice on SEND Program at Chulalongkorn University by チラソンバット ウォラウット & チューシー  アサダーユット
  ― 1 ―  
 
実践報告  
 
チュラーロンコーン大学における 
SENDプログラムの実践 
 
 
チラソンバット ウォラウット・チューシ  ー アサダーユット 
要 旨 
 チュラーロンコーン大学は協力大学として長期、短期の交換派遣プログラムを実施し
た。短期派遣は日本での経験が学部生たちの更なる日本語学習への動機付けになり、長
期派遣はリサーチインターンも含め、院生たちのその後の研究の成果につながった。ま
た、教員も恩恵を受けた。今後も ASEAN での活動に期待し、積極的に協力したい。 
キーワード 
ASEAN 日本語教育 SEND プログラム 長期交換 
 
 
1．はじめに 
 2012 年より実施された早稲田大学の SEND プログラムはようやく 2017 年に無事に終
了する。チュラーロンコーン大学は 2012 年から協力大学として参加してきたが、ウォラ
ウット・松井（2015）の報告では、短期留学の活動や評価委員会から得たものを一部報告
されているが、本稿では、2012年から 2016年にかけての全ての活動を振り返って、改め
て詳細を述べたい。 
2．教師間の活動 
2012 年のシンポジウムをはじめ、インドネシア、マレーシア、タイで行われた共同評価
委員会、早稲田大学での講演、また、年に 2 回ほどの共同プログラム委員会がある。この
機会で、早稲田大学の教師・スタッフのみならず、協力大学の代表と会い、共通している
問題を一緒に考えたり、解決方法を共用してきた。各大学のつながりも強化しないか等の
案まで出したりする場となり、ありがたいと思われる。従来、ASEAN 諸国間の交流が少
なかったため、ウォラウット・松井（2015）と同様に、共同評価委員会で互いの事情を知
り、自分の機関、各国の日本語教育だけでなく、今後の ASEAN の日本語教育への提案も
考えるようになる等のメリットも実感できる。 
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3．短期留学の活動 
3.1 チュラーロンコーン大学から早稲田大学へ 
チュラーロンコーン大学文学部には、レギュラーコースとインターナショナルコース（以
下、BALAC コース）がある。レギュラーコースの日本語を学ぶ学生は、高等学校で初級
日本語を学び、大学で日本語専攻を選んだ、中・上級の日本語を学習する学生である。
BALAC コースの日本語を学ぶ学生は、大学に入り、文化を専攻とし、日本語を副専攻と
して選んだ、入門の日本語を学習する学生である。タイの学期が日本の学期と異なるため、
早稲田大学の日本語学習の短期プログラムに参加できるのは、春コース（後半：6 月）と
夏コース（7 月）のみである。2012 年の年末から、2013 年の春コースと夏コースを募集
していた。学生が希望した春コースでは、日本語初級（日本語Ⅱ）まで開講していたため、
BALAC コースの学生だけが参加した。翌年、要求に応え、春コースにも中上級（日本語
Ⅳ）が開講され、レギュラーコースの学生も春コースに参加できるようになった。東京に
1 か月ほど住むことが初めての学生が多かった場合、教師は、早稲田大学が提供した DK
ハウスから大学までのルートや、電車の使い方、エアコンの使い方、節約的な買い物など
を紹介するため、一緒に短期間来日した。 
レギュラーコースの学生は日本語の会話能力が特に問題がなかった。日本語Ⅳはタイで
学んでいる内容と同じレベルなので、余裕を持ち、新しい単語や日本語の使用時間を増や
そうとしていた。また、国際化された環境で育ってきたため、日本旅行の経験が多少あっ
た。早稲田大学で 1 か月未満過ごすことによって、友達との生活や現代の日本のブーム等
の日本事情を把握することができた。特に、早稲田から富士見台駅にある DK ハウスまで
の通いで、毎日通っていた池袋辺りの繁華街やデパートで教科書に出てきた場所や名物や、
社会の風景などを調べることができたといえる。同じ教室で学んだ留学生と知り合い、勉
強のやり方の方略を交換したり、互いに刺激を受けたことが見られた。 
一方、BALAC コースの学生には、一人で初めて留学した学生が多かった。先生もいな
い、一人でできるだけ日本語で生活する環境であったため、自己管理が勉強になったとい
うコメントが出された。BALAC コースの学生はタイで 1 年日本語のクラスに通ったが、
日本人とのコミュニケーションがなかったので、学習目標が不明確だった学生が多かった。
しかし、短期留学の後で、日本語をさらに身に付けたくて、終了までの 3 年後の間で日本
語能力試験 N3 を合格したいとまで目標を立てた学生もいた。当時、BALAC コースでは、
学生があまり熱心に日本語を学習しないという問題があったが、早稲田の SEND プログラ
ムに参加した後、2 年生になってから日本語の学習意欲がさらに高くなった。2013 年後に、
AIMS という 1 学期の交換留学のプログラムも実施されてきたため、SEND プログラムに
参加して日本の魅力を感じた学生は、再び日本へ留学することになった。  
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2013 年～2015 年の BALAC の学生 
3.2 早稲田大学からチュラーロンコーン大学へ 
8 月の第 4 週から 9 月の第 2 週にかけて約 17 日間、早稲田大学の日本語教育研究科の
大学院生及び学部学生がチュラーロンコーン大学を訪れた。2012 年には、バンコクの治安
が悪かったため、学生が来られなかった。2013 年に 6 人、2014 年に 7 人、2015 年に 3
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人、2016 年に 4 人来た。学生らは、初日にオリエンテーションを受けて、バディとなっ
た日本語専攻のタイ人学生に、大学の生活、場所を案内してもらった。日本語聴解（2013、
2015、2016）や日本語会話（2014）、日本語学概論（2015、2016）などのレギュラーコー
ス向けの中級日本語のクラスに参加し、教材開発活動や発音練習を支援したりした。また、
BALAC の授業にも出て、会話や漢字の練習の活動を行った。夕方にも、オープン活動と
して習字、よさこい等を自ら工夫して行ってもらった。毎年、チュラーロンコーン大学の
附属高等学校にも行って、高校生の日本語の授業を見学したりした。当時、早稲田の学生
が留学する際に、特別なイベントがあることもあった。たとえば、2013 年に「ジャパン・
フェスタ」、2014 年に落語やカラオケ大会、2015 年キックボクシング・ショーがあった。
その際、タイの学生らはタイにおける日本ブームや日本の文化紹介の試みに触れることが
できただろう。 
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2013 年～2016 年のタイの短期滞在の際の早稲田大学生・大学院生 
 
以上、短期留学の活動を述べたが、来日する前にも SNS で情報を交換したり、コミュ
ニケーションを取ったりしたため、帰国してからもまだ SNS で情報交換を続ける学生も
いる。短期間であっても、充実に活動を行いながら、海外の友達との関係を作る機会にも
なったといえる。 
4．長期留学の活動とその成果 
過去 5 年間の長期留学に関する受入れおよび派遣実績を挙げると、日本語教育を専攻す
る大学院生を 1 名受け入れ、一方、本学からは早稲田大学大学院日本語教育研究科に対し
て 2 名の大学院生を派遣している。本学の派遣学生は一学期、留学できるので、かなり具
体的な成果も見られ、授業も長く受講できた。1 人は単位互換もした。リサーチインター
ンより評判が高い。また、受け入れ学生同士のつながりもでき、早稲田大学の院生が来た
時に助け合い、期待以上に教育の面で役立っている。 交換留学後、本学の大学院生 2 名
は「文章論」や「漢字教育」などを専門分野に選択し、大学生たちの進路において大きく
影響したという報告を受けた。留学中、早稲田大学の教員に自分と同じ専門分野の教員を
紹介してもらったり、研究したいテーマを考える良い機会を与えられた。1 人は漢字教育
について修士論文を出し、卒業した。高等学校で教えながら、来学期大学で非常勤講師も
頼まれた。もう一人は文章論関係の修士論文を書いている。留学した時に得られた経験は
論文の成果に反映されることが大いに期待される。 
この原稿を作成中は早稲田大学からの長期派遣の院生を実習生として受け入れてから約
一か月しか経っていないが、学部の授業に TA として参加し、表記指導をしたり、宿題の
採点などもしてくれている。本学の学部生からの質問などにも積極的に答えている姿は頼
もしくもある。また、本人に関わるテーマの指名を受け発表もしている。実際に高校の教
壇にも立つ機会も与えられた。ただし、本大学や本学部内での手続きの問題があり、特に
受け入れの段階では事務的なことで骨折りもあった。早稲田大学の院生からは本学の院生
とかかわり、日本語教育について議論し合ったり、自らの研究に関する理解を深めたりし
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ていることが一番大きいということと、実際に理論で学んだことや本学の院生との議論か
ら実習に活かされることもあるという報告を受けている。 
5．SENDプログラムの意義と今後への提言 
日本語教育を通じた人材交流、教育成果としては、本学のプログラム関係教員と学生を
含む日本語学習者に新たな日本語学習過程という良い機会をもたらした。 SEND プログ
ラムを通して両大学の教員の仲も良くなっている。また、本学の教員の発展にも役立って
いる。最初から参加している日本人教員は非常勤講師から常勤になり、早稲田大学の教員
の貴重なアドバイスのもと、「協動」の研究を進めている。本学の学部の事務的なこともやっ
と慣れたところで、終わってしまうのも残念であるが、今後似た形で何か続けられれば幸
いである。学部レベルの協定は便利ではあるが、本学の文学部の負担は大きいので、今後
は大学レベルの協定が望ましい。また、早稲田大学の Digital Campus Consortium のよ
うなプログラムも日本語教育の分野で積極的に協力したい。 
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